
居妻霊

園一
最
少
人
口
の
4
0
0人
の
村
‘

‘

過
疎
高
齢
化
の
先
進
地
域
だ

コ幸三Eヨ

著
者
は
日
本
古
来
の
伝
統
文
様
か
ら
独
自

の
文
様
デ
ザ
イ
ン
を
数
多
く
創
り
出
し
て
き

た
。
そ
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
白
本
人
の

美
意
識
の
源
を
探
り
続
け
て
き
て
い
る
。
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地域の食を
プタνドlとする!

人
、
地
方
の
取
り
組
み
に
興
昧

あ
る
人
に
一
・読
を
勧
め
た
い
。

町
家
』
を

西
川
歪

町
家
の

樹
下
龍
児
・
著

2
0
2
0年
は
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ヲ
の
年
だ
。
空
前
の

大
工
事
が
行
わ
れ
、
十東
京
へ
の
人

川
京
都
・
祇
園
祭
の
叫
館
町
は
四

川
条
室
町
を
中
心
に
集
ま
っ
て
い
ま

や
鳥
の
形
や
声
、
風
が
運
ぶ
音
や
日
冷
の
移
川
す
が
、
中
で
も

h

・‘

I
l

ιペ

り
変
わ
る
景
色
の
妙
、
月
が
映
し
出
す
、
幽
川
綾
小
路
通
森
町

L
I

自
さ

てに

玄
の
昧
わ
い
な
ど
の
感
覚
を
、
完
全
に
失
ヲ
川
の
杉
本
家
は
二

ー

J
J
l

そ
の
探
求
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
4
0
て
は
い
な
い
だ
る
う
、
と
著
者
は
言
ラ
。
川
山
鉾
町
最
大
規
模
で
最
古
の
町
家
魅
力
に
、
司

0
0点
も
の
明
治
、
大
正
、
昭
和
時
代
初
期
本
書
を
通
じ
て
、
世
界
的
に
見
て
も
独
特
川
の
一
つ
で
す
。
ら
重
厚
悼

の
、
近
代
教
判
明
書
に
書
か
れ
た
挿
絵
と
文
章
な
日
本
人
の
美
的
感
性
が
ど
の
よ
う
に
次
世
州
当
家
初
代
の
新
八
は
、

1
7
0
に
指
定
々

を
集
め
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
代
に
伝
え
続
け
ら
れ
て
き
た
の
か
を
垣
間
見
川

4
(宝
永
元
)
年
、
伊
勢
国
(
現
は
、
観
光
一

人
独
自
の
感
性
を
解
き
明
か
す
。
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
者
は
日
本
人
‘の
美
意
州
在
の
三
重
県
)
生
ま
れ
。
そ
の
を
体
現
す

日
本
の
四
季
は
近
年
の
気
象
変
動
に
よ
識
を
「
巡
り
く
る
春
・
夏
・
秋
・
冬
と
、
と
川
園
・
・
・
・
・
園
調
園
調
舗
輔
箇
旦

名
勝
け

り
、
以
前
に
比
べ
て
そ
の
変
他
が
乏
し
く
な
刀
わ
け
季
節
の
変
わ
り
目
の
繊
細
な
風
趣
に
川
面

-
-
E
E闘機
織
機
錨
謹
一
坪
庭
に
け

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
艇
い
を
寄
せ
、
『
も
の
の
あ
わ
れ
』
へ
と
昇
川
面
珊
岨
聞
圃
隠
聞
酪
齢
麟
暗
躍
一
め
ら
れ
や

い
、
ま
た
情
報
他
が
進
む
中
で
、
日
本
人
独
華
さ
せ
て
き
た
」
と
表
現
し
て
い
る
。
川
面
開
醐
幽
・
・
圃
圃
蝿
鯛
臨
闘
圏
一
す
。
杉
す

自
の
感
性
が
老
若
男
女
を
問
わ
ず
希
薄
に
な
日
本
人
の
洗
練
さ
れ
た
美
意
識
を
見
直
し
‘
川
面
田
監
劃
臨
圏
圃
闘
臨
描
園
田
園
一
固
ま
で
商

っ
て
き
乙
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
で
て
み
る
、
そ
ん
な
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
川
一

川知

m

J

と

め
直
門
佑

も
、
自
然
界
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
風
物
、
虫
る
本
で
あ
る
J

(

弦
書
房
、

2
0
0
0円
)

酬

「
l
i
l
i
-
-
-
-J
J

ー
l
仏
間
・
M

M
da---E腕
髄関
関
韓
関
職
騨
馳
欝
欝
関
諮
問
駆
車
輪
筆
墨
湿
置
E
.

，‘(

襲
ふ

4
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
が
注
目
さ
が
、
パ
イ
キ
l
や
消
費
者
、
マ
ス
圏
園
調
調
副
頭
調
製
鋼
翻
臨
調
り
」
の
た
め
、
砂
い
の
ち
の
森
イ
寸
|
|
|

岨

747?にき
3

れ
て
い
る
。
農
産
物
を
売
り
出
し
コ
ミ
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
鵬
韓
関

機
鑓

鰹

づ
く
り
に
生
涯
を
懸
け
、
実
現
の
一
間

:

た
い
、
ブ
ラ
ン
ド
こ
し
た
い
、
食
で
、
こ
の
た
め
に
参
加
型
ワ
l
ク

欄
蹴
劉
閥
繍
駅
機
繍
欝
繍
繍
魁

た
め
の
提
言
を
し
て
い
る
。
一
衛

金
丸
弘
美
・
著

-

0

4

憾
錦
鶏
繊
織
機
繍
機
麟
麟
欝
麟

‘

一
同

育
を
進
め
た
い
、
な
ど
の
要
望
が
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
提
案
。
本
書

欝

繍

議

畿

撃

議

寵

本
書
で
著
者
は
ブ
全
て
の
日
本
一
跡

副
題
は
「
食
の
テ
キ
ス
ト
を
作
あ
っ
た
と
き
に
勧
め
て
い
る
の
が
は
テ
キ
ス
ト
化
と
プ
ロ
モ
I
シ
ョ

醸

襲

撃

麟

髄

瞳

匝

国
民
の
命
と
園
妻
、
さ
ら
に
地

)一
由

ろ
う
」
。
新
た
な
観
光
資
源
と
持
食
の
テ
キ
ス
ト
化
だ
と
い
う
。
ン
の
方
法
を
丁
寧
に
紹
介
す
る
。

匝
園
開
隣
麟
襲

趨

盟

国

園

球
と
全
て
の
人
類
の
命
と
健
全
な
一
撞
一

続
的
な
地
域
経
済
を
生
む
方
法
と
で
怯
テ
キ
ス
ト
化
と
は
ど
う
す
(
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、

6
2
0
口
集
中
が
や
ま
な
い
現
実
は
、
自
生
活
、
文
他
1

遺
伝
子
を
守
る
こ

。一
配

し
て
、
地
域
の
食
に
付
加
価
値
を
る
こ
と
な
の
か
。
著
者
は
そ
れ
を
円
)
然
環
境
に
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
ど
こ
そ
、
次
の
氷
河
期
が
来
る
ま
一
三

付
け
て
都
市
部
に
売
り
込
む
、
「
農
産
物
J

海
産
物
主
ど
の
履
歴

g
P
E
j
-
-
l
i
h
与
え
る
、
と
著
者
は
主
張
す
る
。
で
9
0
0
0年
残
る
、
生
き
て
い
一

，

コ

ァ

東

一国

明

日

料

一

闇

一
を
作
る
こ
と
」
と
明
確
に
定
義
す
「
い
@
ち
の
一
審
』
を
に

辛
5
山

τ緑
が
残
る
大
都
市
・
東
る
緑
の
、
ト
ー
タ
ル
な
シ
ス
テ
ム
一

国

本

二
る
。
環
境
や
品
種
、

山歴
史
、
文

司

京
だ
カ
そ
の
緑
は
ど
ん
ど
ん
減
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
「
ふ
る
さ
と
一
認
問

一

化

、

栽

培

法

、

栽

培

の

履

歴

、

宮

協

昭

・

著

少

し

て

い

る

。

の

森

を

、

ふ

る

さ

と

の

木

で

!

」

を

-

医

侃

Z

量

、

栄

養

価

、

食

べ

方

な

ど

を

調

著

智

は

世

界

的

に

著

名

な

植

物

園

民

運

動

に

し

て

い

こ

う

と

呼

び

E
M

べ

特

徴

を

明

確

に

す

る

こ

と

だ

。

生

態

学

者

。

そ

の

入

が

「

千

年

先

掛

け

る

本

書

に

賛

同

す

る

。

E
肝

テ

キ

ス

ト

化

し

た

後

に

す

る

の

に

残

る

、

本

物

の

緑

の

都

市

づ

く

(

藤

原

書

底

、

1
6
0
0円
)
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